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需給調整市場の商品設計と
広域的な調整力の調達・運用方法に関する検討について

２０１７年１０月２５日

調整力の細分化及び広域調達の技術的検討に関する作業会 事務局

第７回調整力の細分化及び広域調達の
技術的検討に関する作業会 資料２



2はじめに

 第４～６回作業会にて、調整力の細分化、市場化に対応するための技術的課題、および広域的な調達・運用
に対する技術的課題について検討を行い、２０２０年、および２０２０＋X年の需給調整市場の姿を提示し、第
２１回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会にて方向性について了解を得た。

 更に国の審議会である制度検討作業部会（TF）においても、上記作業会での議論内容を踏まえ、今後の検討
の進め方・検討の枠組み・今後の具体的論点について整理、報告を行っている状況。

 今回の作業会では、TFで掲げられた今後の具体的論点に関して、特に２０２０年を意識して検討を進めなけ
ればならない項目を中心に検討を行う。



3本日の内容

1. ２０２０年の需給調整市場の姿

2. 制度検討作業部会（TF)における課題

3. 需給調整市場の商品設計に関する検討

A) 調整力の要件

B) 調達タイミング、調達対象期間（商品のブロック）

C) ブラックスタート、電圧調整等の扱い

4. 広域的な調整力の調達・運用方法に関する検討

A) 三次調整力②（低速枠）の概要

B) 日本の連系線の状況と今後の進め方
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1. ２０２０年の需給調整市場の姿

2. 制度検討作業部会（TF)における課題

3. 需給調整市場の商品設計に関する検討

A) 調整力の要件

B) 調達タイミング、調達対象期間（商品のブロック）

C) ブラックスタート、電圧調整等の扱い

4. 広域的な調整力の調達・運用方法に関する検討

A) 三次調整力②（低速枠）の概要

B) 日本の連系線の状況と今後の進め方



5２０２０年の需給調整市場の姿

出所）第２１回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会 資料３（赤枠追記）
（https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2017/chousei_jukyu_21_haifu.html）
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（空白）
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1. ２０２０年の需給調整市場の姿

2. 制度検討作業部会（TF)における課題

3. 需給調整市場の商品設計に関する検討

A) 調整力の要件

B) 調達タイミング、調達対象期間（商品のブロック）

C) ブラックスタート、電圧調整等の扱い

4. 広域的な調整力の調達・運用方法に関する検討

A) 三次調整力②（低速枠）の概要

B) 日本の連系線の状況と今後の進め方



8制度検討作業部会における論点①

出所）第１１回制度検討作業部会 配布資料４
（http://www.meti.go.jp/committee/sougouenergy/denryoku_gas/denryoku_gas_kihon/seido_kento/pdf/011_04_00.pdf）

 第１１回制度検討作業部会（２０１７年９月１９日）において、需給調整市場に関して論点（①～⑪）が示された。

 論点①～⑤については上記作業部会にて今後の方向性について整理がなされた。



9制度検討作業部会における論点②

出所）第１１回制度検討作業部会 配布資料４（赤枠及び吹き出し追記）
（http://www.meti.go.jp/committee/sougouenergy/denryoku_gas/denryoku_gas_kihon/seido_kento/pdf/011_04_00.pdf）

今回検討

 論点⑥～⑪については今後整理されていくことになるが、特に⑥と⑨に関しては、本作業会において技術的
な検討が必要な論点であることから、今回具体的な検討を行った。

今回検討
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広域的な調達・運用に対する
技術的課題の抽出（項目⑧）

（参考）検討の進め方

細分化（区分、要件、スペック等）のイメージの仮置き（項目③④）

（１つに定まらなければ複数案でもよい）

必要に応じ、
立ち戻って
見直し

細分化の影響（電力品質への影響等）の
評価（項目⑥）

各調整力必要量の算出手法の検討及び試算（項目⑦）

“2020年度以降”に向けた検討

上記整理後

Step１

Step２

マージン確保の必要性、電力取引等に
与える影響の評価※（項目⑩）

技術的課題の解消方策、所要期間等（“2020年度”を中心に）（項目⑨）

※ 本来、必要量算出や評価方法の検討が必
要。当初は空容量の多い連系線（または空
容量の範囲）から開始するのも一案

電力取引等に与える影響の評価
（項目⑩）

細分化・市場化に対応するための
技術的課題の抽出（項目⑤）

“2020年度”に向けた詳細検討

※ 上記２つの検討については、どのような場で検討・議論を行うかは別途調整

※ 破線囲いの項目は、
2020年度に向けた検
討にフォーカスした場
合に対象外となる（可
能性がある）項目

 第１７回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会（２０１７年５月２６日）において、これまでの検討結

果を報告した。

 これまでの検討結果を踏まえ、細分化した調整力の商品設計について確認していく。

出所）第４回調整力の細分化及び広域調達の技術的
検討に関する作業会 資料３（赤枠削除）

今回検討

今回検討
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1. ２０２０年の需給調整市場の姿

2. 制度検討作業部会（TF)における課題

3. 需給調整市場の商品設計に関する検討

A) 調整力の要件

B) 調達タイミング、調達対象期間（商品のブロック）

C) ブラックスタート、電圧調整等の扱い

4. 広域的な調整力の調達・運用方法に関する検討

A) 三次調整力②（低速枠）の概要

B) 日本の連系線の状況と今後の進め方



12調整力の要件について（商品設計のイメージ）

 基本的な商品メニューは以下の通りとし、DRなど新規参入者の参入障壁とならないことも考慮しつつ、要件について引き続
き検討していくこととしていた。

 継続時間は、各商品のブロック（調達単位）の長さが最大となる。ブロックの検討において、下表の継続時間よりも短いもの
が出てくることも考えられるが、これは調整力の必要量と合わせて検討していくこととなる。

 今回は、詳細検討の前に、各要件の定義について検討を行うこととした。

出所）第２１回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会 資料３
（https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2017/chousei_jukyu_21_haifu.html）



13発動までの応動時間と継続時間について

 「発動までの応動時間」と「継続時間」の基本的な考え方は以下のとおりで良いか。

 発動までの応動時間（立ち上がり時間）：指令を出してから指令値まで出力を変化するのに要する時間
※指令受信までに要する時間

＋指令を受信してから出力を変化し始めるのに要する時間
＋（出力変化幅／変化速度）に相当する時間

 継続時間：最大値または指令値を継続して出力し続けることが可能な時間

 要件設定の一例として下図のような項目が考えられる。立ち上がり時間のみを要件化すると、急峻に出力増
するものも許容することになるため、海外事例等も参考に、指令を検出から出力５０％に到達する時間等も要
件化する必要があるか（例示した項目以外にも要件化すべき項目を検討）。

 なお、供出時間（落札した時間帯）内において繰り返し出される出力変更の指令に応じて、出力を変更できる
ことが必要。

必要量

発動までの応動時間
（⽴ち上がり時間）

継続時間 ⽴ち下がり時間指令送信

【要件必要項⽬の例】

100%

50%

50%出⼒到達時間※

※ 50%出⼒到達のみで不⾜する場合は規定する
プロット数を増やす等の対応が必要

最短継続時間



14（参考）調整力の出力変化イメージ

 冬季のある日（６時～６時半）の周波数変動実績と、ＧＦ運転による出力変化イメージは下図の通り※。

 落札した調整力（一次調整力）は、供出時間内において周波数変動に応じて連続的に出力変化する必要が
ある（要件の継続時間は変動が継続した時に落札容量分を出力し続ける上限時間）。

 二次～三次調整力についても、繰り返し出される出力変更の指令に応じて出力変化する必要がある。

※ ＧＦ運転による出力変化実績記録が残っていないため、周波数変動と逆方向の出力変化をするイメージを図示）



15調整力指令タイミングと落札時間帯について

指令

発動までの
応動時間

指令値

 調整力の各商品について、発動までの応動時間を落札した時間帯に含めるか否かによって必要量が変わっ
てくる。

 落札した時間帯より前に指令する案１と落札した時間帯になってから指令する案２が考えられるが、落札した
時間帯において必要なΔｋＷが確実に提供されるよう、案１とすることでどうか。

出力

計画値
時間

供出時間（＝落札した時間帯）

指令したΔkWを○時○分から提供できるように出力変化

○時○分

指令

指令値

出力

計画値
時間

供出時間（＝落札した時間帯）

○時○分

発動までの
応動時間

【案１】

【案２】

立上り方は調整力の特性による

連続制御P

t

離散制御P

t

○時○分以降の指令に応じてΔkWを提供できるように出力変化



16新規参入への考慮について

 ＤＲについては、現在、電源Ⅰ´に参入がなされており、第５回本作業会での事業者へのヒアリングによると周
波数調整に対しても参入の可能性が指摘されたところ。

 本作業会での商品設計の検討においては、簡易指令システムなど参入要件を緩和した三次調整力②（低速
枠）の設定を行った。これは電源Ⅱ´相当であり、２０１８年度向け調整力の公募対象である。今回の応札動
向などについて今後注視が必要。

 二次調整力②（ＥＤＣ－Ｈ）や三次調整力①（ＥＤＣ－Ｌ）については、継続時間について短時間化のニーズが
あると考えられるが、継続時間は各商品のブロック（調達単位）の長さが最大となるため、これは調整力の必
要量と合わせて検討してはどうか。

 また、オンライン化についてはセキュリティを確保した上でコストバランスを考慮を、という要望については、需
給調整に係るシステムのセキュリティ対策は電気事業法における保安規程上に基づいて適切に実施される
ことを前提とした上で、今後ERAB検討会※１におけるセキュリティ要件の議論も考慮しながら検討することにな
るか。

※１ エネルギー・リソース・アグリゲーション・ビジネス検討会（国の審議会）



17（参考）容量市場における調達量について（ＴＦ資料）

出所）第１２回制度検討作業部会 資料３
（http://www.meti.go.jp/committee/sougouenergy/denryoku_gas/denryoku_gas_kihon/seido_kento/pdf/012_03_00.pdf）



18（参考）調整力公募における電源Ⅰ´の必要量について（ＴＦ資料）

出所）第１２回制度検討作業部会 資料３
（http://www.meti.go.jp/committee/sougouenergy/denryoku_gas/denryoku_gas_kihon/seido_kento/pdf/012_03_00.pdf）



19（参考）容量市場の対象範囲と費用負担の考え方について（ＴＦ資料）

出所）第１２回制度検討作業部会 資料３
（http://www.meti.go.jp/committee/sougouenergy/denryoku_gas/denryoku_gas_kihon/seido_kento/pdf/012_03_00.pdf）



20

（空白）



21（参考）簡易指令システムについて

出所）第１９回制度設計専門会合 資料３－１
（http://www.emsc.meti.go.jp/activity/emsc_system/pdf/019_03_01.pdf）
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出所）エネルギー・リソース・アグリゲーション・ビジネス検討会 資料７
（http://www.meti.go.jp/committee/kenkyukai/energy_environment/energy_resource/pdf/006_07_00.pdf）

（参考）サイバーセキュリティ対策について

注）R1：リソースアグリゲーターシステムと送配電事業者システム間
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1. ２０２０年の需給調整市場の姿

2. 制度検討作業部会（TF)における課題

3. 需給調整市場の商品設計に関する検討

A) 調整力の要件

B) 調達タイミング、調達対象期間（商品のブロック）

C) ブラックスタート、電圧調整等の扱い

4. 広域的な調整力の調達・運用方法に関する検討

A) 三次調整力②（低速枠）の概要

B) 日本の連系線の状況と今後の進め方



24調整力の調達の前提について

 想定される需給変動に対する必要量を需給調整市場で確保することを基本とし、市場調達後に想定以上の
変動が発生した場合はGC後の余力で対応することでどうか。



25調達タイミングについて（調達時期）①

 調達タイミングの選択肢としては、「年間」・「四半期」・「月間」・「週間」・「卸電力引所におけるスポット取引後（以降、「スポット
後」と表記）」などが考えられる。

 年間段階など早めの時期に調達すると需給見通しが不確かなため以下のメリット・デメリットが考えられる。

 売り手から見れば、需要、電源状況等不確かな要因が多く、リスクを考慮すると玉だし量は少なく価格は高めとなる可
能性がある。他方、早めに落札が決まることで収入を確定させることができるメリットも考えられる。

 買い手から見れば、商品にもよるが必要量の算定精度は低い一方、ひっ迫時などに備え確実に調達しておけるメリッ
トがある。

 現時点では調整力機能をもった発電機が十分にあり、容量市場もしくはkW公募により調整力も含めた電源が量として確保さ
れることや不足してきた場合は容量市場の中で量のチェックがなされることを前提とすれば、年初に調整力を調達しないと確
実性が劣るとは言い難いのではないか。これを考慮すると、調達タイミングとしてはある程度需給状況を見通すことができ電
源並列に間に合う週間や、需給想定の精度が向上して必要量の算定精度が向上するスポット後（直前）が、適切といえるか。
（現在の運用とも近い調整でもある。）

年間 前日（スポット後）月間 週間

早め調達 直前の調達

予
測

需要想定 精度悪い ⇔ 精度向上

電源トラブル 不確か ⇔ 確度向上（長期停止の有無は判明）

再エネ予測 不確か ⇔ 精度向上

売
り
手

⊿kW玉だし量 少ない ⇔ 多い（需給状況により少ない場合も）

⊿kW玉だし価格 高い ⇔ 安い（需給状況により高い場合も）

買
い
手

調達の確実性 高い ⇔
ひっ迫すると低くなる場合あり

※ 発電機の起動時間は配慮要

算定必要量の確度 低い（多めに調達） ⇔ 高い（予測に応じた調達）



26調達タイミングについて（調達時期）②

 各商品の調達については、全商品を一斉に調達する方法や、順番に調達する方法が考えられる。

 また、FIT特例制度①は、一般送配電事業者が前々日に発電量を通知し、発電実績との差を一般送配電事業者が
調整する仕組みである。再エネ出力の予測精度は実需給に近づくほど向上することを考慮すると、実需給に近づく
ほど調達量を低減できる可能性があることから、三次調整力②（低速枠）の調達は実需給に近い前日（スポット後）に
行い、連系線の空き容量内で広域調達も実施することとしてはどうか。

 なお、各商品の調達方法については、各事業者の週間の発電計画など運用に対して配慮した設計が必要であり、業
務フローを検討する中で詳細を詰めていくこととする。

（順番に調達するイメージ）

一次・二次調整力

一次調整力（GF相当枠）

二次調整力②

三次調整力①

三次調整力②

※ ２０２０年の広域調達対象

発
電
事
業
者
の
発
電
計
画

前週 前日

※ 開場する曜日は週間想定時期などを考慮して設定 前日スポット後に募集



27（参考）需給調整市場の開場時期について（ＴＦ資料）

出所）第１１回制度検討作業部会 資料４
（http://www.meti.go.jp/committee/sougouenergy/denryoku_gas/denryoku_gas_kihon/seido_kento/pdf/011_04_00.pdf）



28（参考）需給調整市場の開場時期について（ＴＦ資料）

出所）第１１回制度検討作業部会 資料４
（http://www.meti.go.jp/committee/sougouenergy/denryoku_gas/denryoku_gas_kihon/seido_kento/pdf/011_04_00.pdf）



29（参考）発電機の起動準備時間による調達タイミングの制約

出所）第５回 調整力の細分化及び広域調達の技術的検討に関する作業会 資料２
（https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2017/chousei_sagyokai_05_haifu.html）



30（参考）発電機の起動準備時間による調達タイミングの制約に関する対応案

出所）第５回 調整力の細分化及び広域調達の技術的検討に関する作業会 資料２
（https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2017/chousei_sagyokai_05_haifu.html）



31（参考）調整力の確保とその運用の現状

出所）第８回制度設計専門会合 資料７
（http://www.emsc.meti.go.jp/activity/emsc_system/pdf/006_07_00.pdf）



32調達対象期間（商品のブロック）について

残余需要

 調整力必要量は、一日の中でも時間によって大小があり、季節、曜日によっても変わる。また、需要の大小に
応じて調整力を供出し得る発電機は変化していく。

 必要量変化に応じてコマ毎（３０分単位）に調整力を調達することも考えられるが、高頻度での調整力調達は
業務効率性が低いため、商品ごとの必要量の分析を通じて適正なブロックを検討し、調達してはどうか。

 なお、ブロック単位を大きくすると必要以上に調達する量が増えることに配慮が必要。

 ブロックの区切り方や組合せは必要量の検討、調達・約定処理等の運用も考慮しながら詳細を詰めていくこ
とでどうか。

時間帯によって必要な調整力
の量が変化する

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

・
・
・

調整力
電源

需要に応じて調整力を
供出し得る発電機が変化する

調整力
必要量

時間

【商品ブロックのイメージ】
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1. ２０２０年の需給調整市場の姿

2. 制度検討作業部会（TF)における課題

3. 需給調整市場の商品設計に関する検討

A) 調整力の要件

B) 調達タイミング、調達対象期間（商品のブロック）

C) ブラックスタート、電圧調整等の扱い

4. 広域的な調整力の調達・運用方法に関する検討

A) 三次調整力②（低速枠）の概要

B) 日本の連系線の状況と今後の進め方



34容量市場の検討におけるブラックスタート、電圧調整等の扱いについて

出所）第１１回制度検討作業部会 資料４（赤枠追記）
（http://www.meti.go.jp/committee/sougouenergy/denryoku_gas/denryoku_gas_kihon/seido_kento/pdf/011_04_00.pdf）



35需給調整市場におけるブラックスタート、電圧調整等の扱いについて

 需給調整市場は⊿ｋＷを取引の対象としているため、ブラックスタートや電圧調整のような特殊な機能を取引
する市場ではない。

 容量市場ではこういった機能について特段の配慮は検討されていない。

 必要な機能、量は年初段階から通年でわかっていることから、年初に一般送配電事業者が調達することでど
うか。



36（参考）中部電力におけるブラックスタート機能の公募

出所）電気料金審査専門会合（第7回） 資料５－４、５－６をもとに作成
（http://www.emsc.meti.go.jp/activity/emsc_electricity/pdf/007_05_04.pdf）

平成２９年度 ブラックスタート募集要綱 （平成２９年１０月１１日 中部電力）抜粋

（１）全系統ブラックスタート

・当社電力系統の全停電時において、外部電源より発電された電気を受電することなく対象の発電設備（以下「契約電源」といい、
契約電源の単位は発電所といたします。）の起動を行い、停電解消のための発電を行うことをいいます。

（２）一部系統ブラックスタート

・当社電力系統のうち系統末端かつ１回線受電地域の停電時において、外部電源より発電された電気を受電することなく契約電
源の起動を行い、下記の対象系統の停電解消のため、自らの発電所のみで当該系統に適正な周波数で需要に応じた電力供
給を行うことをいいます。

系統受電地域

１回線受電地域

系統からの電力供給が不可となり、
１回線受電地域が停電した場合
⇒１回線受電地域へ送電可能

：対象発電所

：非対象発電所

一部系統ブラックスタート発電所ブラックスタート手順イメージ



37（参考）中部電力における電圧調整機能の公募

出所）電気料金審査専門会合（第7回） 資料５－４をもとに作成
（http://www.emsc.meti.go.jp/activity/emsc_electricity/pdf/007_05_04.pdf）

平成２９年度 調相運転募集要綱 （平成２９年１０月１１日 中部電力）抜粋

調相運転

・当社の電力系統における電圧を一定範囲に維持することを目的に、対象の発電設備（以下「契約電源」といい、契約電源の単
位は発電所といたします。）において、有効電力の供給または吸収を行うことなく（無効電力の供給または吸収に必要な有効電
力の吸収は除きます。）、無効電力の供給または吸収を行うことをいいます。

基幹系統

G

G

火力発電所

揚水発電所

調相運転により
無効電力を調整し
電圧を維持



38（参考）制度設計ワーキンググループにおける検討結果

出所）第８回 制度設計ワーキンググループ 事務局提出資料５－２
（http://www.meti.go.jp/committee/sougouenergy/kihonseisaku/denryoku_system/seido_sekkei_wg/pdf/008_05_02.pdf）



39（参考）制度設計ワーキンググループにおける検討結果

出所）第８回 制度設計ワーキンググループ 事務局提出資料５－２
（http://www.meti.go.jp/committee/sougouenergy/kihonseisaku/denryoku_system/seido_sekkei_wg/pdf/008_05_02.pdf）



40（参考）制度設計ワーキンググループにおける検討結果

出所）第８回 制度設計ワーキンググループ 事務局提出資料５－２
（http://www.meti.go.jp/committee/sougouenergy/kihonseisaku/denryoku_system/seido_sekkei_wg/pdf/008_05_02.pdf）
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1. ２０２０年の需給調整市場の姿

2. 制度検討作業部会（TF)における課題

3. 需給調整市場の商品設計に関する検討

A) 調整力の要件

B) 調達タイミング、調達対象期間（商品のブロック）

C) ブラックスタート、電圧調整等の扱い

4. 広域的な調整力の調達・運用方法に関する検討
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B) 日本の連系線の状況と今後の進め方



42三次調整力②（低速枠）の具体的イメージ

 2020年における三次調整力②（低速枠）は、スポット後に、主としてFIT出力の想定誤差分に対応する調整
力を調達。

FIT①前々日配分値（晴想定）

FIT①当日出力

【ＦＩＴ①出力の想定誤差のイメージ】

FIT①前々日配分値（雨想定）

例（１）

例（２）

時刻

時刻

再
エ
ネ
出
力

再
エ
ネ
出
力

前々日配分値からの
誤差範囲

前々日 当日前日

三次②調達期間

10時 17時

ＦＩＴ①配分

16時

三次②調達量算定

【調達タイミング】

前日スポット
締め切り

１時間前市場
開場

三次調整力②
調達量算定



43（参考）２０２０年における広域調達・運用のイメージ①

出所）第２１回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会 資料３
（https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2017/chousei_jukyu_21_haifu.html）



44（参考）２０２０年における広域調達の具体的イメージ②

出所）第２１回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会 資料３
（https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2017/chousei_jukyu_21_haifu.html）



45（参考）２０２０年における広域運用の具体的イメージ③

出所）第２１回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会 資料３
（https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2017/chousei_jukyu_21_haifu.html）



46（参考）２０２０年における広域調達の具体的イメージ（調整力調達機能が無い場合）

出所）第２１回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会 資料３
（https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2017/chousei_jukyu_21_haifu.html）



47（参考）２０２０年における広域運用の具体的イメージ（調整力調達機能が無い場合）

出所）第２１回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会 資料３
（https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2017/chousei_jukyu_21_haifu.html）
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（空白）
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B) 日本の連系線の状況と今後の進め方



50国内の地域間連系線の状況

 日本は南西から北東にわたる島国であることから串型系統であるという特徴があり、複数のエリアが複数
の連系線で密につながったメッシュ型系統の欧米とは状況が異なる。

 また、一部連系線では直流連系が採用されており、交流連系と異なり、需給誤差が周波数変動や潮流変
動として他のエリアと共有されない。

 一部連系線については、頻繁に混雑が発生している状況※があり、他の連系線についても時期によっては
稀に混雑が発生するものもある。なお、各エリアの電源構成の変化などにより今後の混雑状況が変化しう
る点に留意が必要。
※ ２０１７年１～６月：北海道本州間（逆方向）、東京中部間（逆方向）、中国九州間（逆方向）

 調整力を広域的に調達するためには連系線の容量を確保する必要があるが、特に混雑が頻繁に発生す
るような連系線においては卸電力取引への影響を考慮して確保する必要がある。



51

1月 2月 3月 4月 5月 6月
4-6月
平均

62.2% 63.1% 59.6% 59.2% 86.0% 90.1% 78.5%

北海道本州間連系線

1月 2月 3月 4月 5月 6月
4-6月
平均

0.0% 0.0% 0.9% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

東北東京間連系線

1月 2月 3月 4月 5月 6月
4-6月
平均

39.6% 31.0% 48.8% 82.7% 91.1% 81.6% 85.2%

東京中部間連系線（ＦＣ）

1月 2月 3月 4月 5月 6月
4-6月
平均

0.0% 0.0% 0.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

中部関西間連系線

1月 2月 3月 4月 5月 6月
4-6月
平均

0.0% 0.0% 0.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

中部北陸間連系線

1月 2月 3月 4月 5月 6月
4-6月
平均

0.0% 0.0% 0.0% 5.7% 0.0% 0.0% 1.9%

関西四国間連系線

1月 2月 3月 4月 5月 6月
4-6月
平均

0.0% 0.0% 0.0% 5.7% 0.0% 0.0% 1.9%

関西中国間連系線

1月 2月 3月 4月 5月 6月
4-6月
平均

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

中国四国間連系線

1月 2月 3月 4月 5月 6月
4-6月
平均

0.5% 3.6% 2.4% 12.7% 50.5% 7.7% 23.9%

中国九州間連系線

1月 2月 3月 4月 5月 6月
4-6月
平均

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

北陸関西間連系線

※  表中の数値（パーセント）は、各連系線における市場分断の発生率（各月の取扱い商品数
（30分毎48コマ/日 × 日数）のうち、市場分断が発生した商品数の比率）を示す。

※  市場分断の発生には、連系線の作業が原因で発生しているものを含む。

・・・頻繁に混雑

【地域間連系線空容量】

・・・ほとんど混雑しない矢印なし

（参考）平成29年 各地域間連系線の月別分断発生率と分断方向

出所）第２２回制度設計専門会合 資料４を基に広域機関にて作成
（http://www.emsc.meti.go.jp/activity/emsc_system/pdf/022_04_00.pdf ）



52調整力の広域調達における連系線活用の困難性と今後の進め方

 調整力の広域調達を行えば、必要な調整力を他エリアに期待しているため実運用において確実に発動でき
るよう連系線の容量確保を行う必要がある。

 日本は串型系統であるという特徴があり、複数のエリアと複数の連系線で密につながったメッシュ型系統の
欧米とは状況が異なる。

 また、一部連系線は頻繁に混雑が発生している状況であり、調整力の連系線確保は、卸電力取引に影響を
及ぼす。

 このことから、調整力の調達においては、予め卸電力取引への影響を考慮した調達を行う必要がある。諸外
国の事例を参考に検討を進めることも考えられるが、欧州においては国際連系線における調整力の容量確
保策が現在検討されているところであり、米国においてもＩＳＯ間での前例は確認できていない。また、送配
電事業者間の連系線の割当を検討するにあたっては、日本では連系線混雑が多く発生するという諸外国と
異なる状況も考慮することが重要であり、十分な検討が必要である。

 まずは、連系線の確保量に対する経済的な評価は、卸電力取引や調整力のエリア間値差等、今後データに
て確認していくこととしてはどうか。（調整力のエリア間値差については電力・ガス取引監視等委員会にて分
析を行う）

 調整力の調達段階における連系線割当量の考え方を検討するに当たっては、これらの実態を見ながら、例
えば、「実績比較により割当量を決める」、「事前シミュレーションにより割当量を決める」など実現可能な手
法は何か、から検討していくこととしてはどうか。

 また、ＧＣ後の運用容量やマージンの在り方についても、現状と同様の考え方でよいか検討が必要。

 なお、 ２０２０年については、三次調整力②が広域調達の対象であり、取引量の太宗を占めるスポット取引
後に調達することを検討しており、調整力の広域調達が卸電力取引に与える影響は限定的であるため、２０
２０＋X年に向けて検討していく。



53（参考）欧州国際連系線における予備力の広域調達と連系線利用ルール

出所）第１１回制度検討作業部会 資料３
（http://www.meti.go.jp/committee/sougouenergy/denryoku_gas/denryoku_gas_kihon/seido_kento/pdf/011_03_00.pdf）
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（空白）



55欧州における国際連系線を介した予備力の調達について（補足）①

 欧州にて検討されている国際連系線を介した予備力調達における連系線確保の選択肢を含む草案は欧
州委員会の承認前である。

 現時点での欧州での議論を参考資料として紹介するが、資料内にある選択肢の比較を抜粋した。

出所）（参考資料） CROSS-BORDER CAPACITY RESERVATIONを基に広域機関にて作成
（https://www.entsoe.eu/Documents/MC%20documents/balancing_ancillary/160630_BSG_TOP5_XB_Capacity_Reservation.pdf）

同時最適化による割当
（EB 第４０条）

市場ベースによる割当
（EB 第４１条）

経済便益分析による割当
（EB 第４２条）

割当プロセス

エネルギーと調整力を同時に取引
し、実際の取引価格に基づいた一
定のアルゴリズムによって自動的
に調整力用の連系線容量を割り
当てる。（PJM主催の市場における

域内送電線調整と同様のプロセ
ス）

調整力取引単価か卸電力取引単
価のどちらかを事前に予測し、他
方の実際の取引価格と比較をして、
調整力用の連系線容量を割り当
てる。なお、当該時期の調整力必
要量等により、最終的に調整力に
利用されなかった連系線容量は、
エネルギー市場に解放される。

調整力取引価格・卸電力取引価
格・連系線割当価格を予測し、調
整力用の連系線容量を割り当てる。

調整力
取引価格

実際の取引価格 実際の取引価格（予測） 予測の取引価格

卸電力
取引価格

実際の取引価格 予測の取引価格（実際） 予測の取引価格

連系線
割当価格

実際の取引価格 予測の取引価格 予測の取引価格

調整力への
割当時期

卸電力取引と同じ計画断面で、か
つ卸電力取引と同時に割当

調整力市場のコマ毎に割当
いつ割当ててもよい

（調整力の複数コマにわたる長期
間ならばなお良し）



56欧州における国際連系線を介した予備力の調達について（補足）②

同時最適化による割当
（EB 第４０条）

市場ベースによる割当
（EB 第４１条）

経済便益分析による割当
（EB 第４２条）

メリット

・実際の卸電力市場と調整力市場
の２市場の入札価格により決定す
るため、予測の余地が無く最も市
場指向性が高い。

・２市場の開場タイミングを分けるこ
とができる。

・調整力より卸電力取引価格の予
測の方が立ちやすい。

・２市場の価格のどちらも見通し価
格とするため、実際の市場取引結
果を待たずに割当量を算定できる。
（ただし、非効率な割当は解放を随
時検討）

デメリット

・２市場への入札を並行して行う必
要があるため、運営が複雑になる。
（２市場の入札価格と連系線容量
をみつつ、落札を決定する）

・予測が不正確だと、混雑処理など
に与える影響が大きくなる。

・マーケット動向を適宜算定に組込
むことが難しい

総評

・アルゴリズムが複雑なため、前日
市場より前の長期市場に適してい
る。

・予測の計算・容量割当のスケ
ジュールが成り立つ期近な範囲で、
一連の処理をすることが適当

・最も現実的な選択肢であり、他の
実現可能性が低いときの代替案と
なりえる。

（ただし、いずれかの選択肢が実施
された後は、他の選択肢を選ぶこと
ができない。）

 参考資料内のメリット・デメリット比較を抜粋した。

出所）（参考資料） CROSS-BORDER CAPACITY RESERVATIONを基に広域機関にて作成
（https://www.entsoe.eu/Documents/MC%20documents/balancing_ancillary/160630_BSG_TOP5_XB_Capacity_Reservation.pdf）



57（参考）北海道本州間連系設備の空容量実績（２０１６年度）

※ 北海道→東北を順方向（正表示）、東北→北海道を逆方向（負表示）とする。

出所）電力需給・電力系統に関する概況 –平成２８年度（２０１６年度）の実績-
（https://www.occto.or.jp/houkokusho/2017/gaikyounokouhyou.html)



58（参考）東北東京間連系線の空容量実績（２０１６年度）

※ 東北→東京を順方向（正表示）、東京→東北を逆方向（負表示）とする。

出所）電力需給・電力系統に関する概況 –平成２８年度（２０１６年度）の実績-
（https://www.occto.or.jp/houkokusho/2017/gaikyounokouhyou.html)



59（参考）東京中部間連系設備の空容量実績（２０１６年度）

※ 東京→中部を順方向（正表示）、中部→東京を逆方向（負表示）とする。

出所）電力需給・電力系統に関する概況 –平成２８年度（２０１６年度）の実績-
（https://www.occto.or.jp/houkokusho/2017/gaikyounokouhyou.html)



60（参考）中部関西間連系線の空容量実績（２０１６年度）

※ 中部→関西を順方向（正表示）、関西→中部を逆方向（負表示）とする。

出所）電力需給・電力系統に関する概況 –平成２８年度（２０１６年度）の実績-
（https://www.occto.or.jp/houkokusho/2017/gaikyounokouhyou.html)



61（参考）中部北陸間連系設備の空容量実績（２０１６年度）

※ 中部→北陸を順方向（正表示）、北陸→中部を逆方向（負表示）とする。

出所）電力需給・電力系統に関する概況 –平成２８年度（２０１６年度）の実績-
（https://www.occto.or.jp/houkokusho/2017/gaikyounokouhyou.html)



62（参考）北陸関西間連系線の空容量実績（２０１６年度）

※ 北陸→関西を順方向（正表示）、関西→北陸を逆方向（負表示）とする。

出所）電力需給・電力系統に関する概況 –平成２８年度（２０１６年度）の実績-
（https://www.occto.or.jp/houkokusho/2017/gaikyounokouhyou.html)



63（参考）関西中国間連系線の空容量実績（２０１６年度）

※ 関西→中国を順方向（正表示）、中国→関西を逆方向（負表示）とする。

出所）電力需給・電力系統に関する概況 –平成２８年度（２０１６年度）の実績-
（https://www.occto.or.jp/houkokusho/2017/gaikyounokouhyou.html)



64（参考）関西四国間連系設備の空容量実績（２０１６年度）

※ 関西→四国を順方向（正表示）、四国→関西を逆方向（負表示）とする。

出所）電力需給・電力系統に関する概況 –平成２８年度（２０１６年度）の実績-
（https://www.occto.or.jp/houkokusho/2017/gaikyounokouhyou.html)



65（参考）中国四国間連系線の空容量実績（２０１６年度）

※ 中国→四国を順方向（正表示）、四国→中国を逆方向（負表示）とする。

出所）電力需給・電力系統に関する概況 –平成２８年度（２０１６年度）の実績-
（https://www.occto.or.jp/houkokusho/2017/gaikyounokouhyou.html)



66（参考）中国九州間連系線の空容量実績（２０１６年度）

※ 中国→九州を順方向（正表示）、九州→中国を逆方向（負表示）とする。

出所）電力需給・電力系統に関する概況 –平成２８年度（２０１６年度）の実績-
（https://www.occto.or.jp/houkokusho/2017/gaikyounokouhyou.html)


